
事
業
性
評
価
の
狙
い
と

ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル

本
調
査
研
究
で
は
、
地
域
金
融
機

関
へ
の
直
接
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
に
よ
る

定
性
調
査
と
、
マ
ク
ロ
デ
ー
タ
お
よ

び
協
力
金
融
機
関
の
行
内
デ
ー
タ
分

析
に
よ
る
定
量
調
査
の
両
面
か
ら
分

析
を
行
っ
た
。

１
事
業
性
評
価
の
狙
い

ま
ず
「
事
業
性
評
価
の
狙
い
」
に

つ
い
て
、
各
地
域
金
融
機
関
が
事
業

性
評
価
を
用
い
て
何
を
実
現
さ
せ
た

い
と
考
え
て
い
る
か
を
調
査
し
、

「
収
益
モ
デ
ル
の
改
革
」「
収
益
力

の
強
化
」「
現
状
維
持
」
の
三
つ
に

類
型
化
し
た
。

一
つ
目
の
「
収
益
モ
デ
ル
の
改

革
」
に
属
す
の
は
、
地
域
経
済
の
縮

小
や
資
金
供
給
過
多
の
環
境
に
お
い

て
金
利
競
争
が
激
化
す
る
な
か
、
銀

行
貸
出
中
心
の
既
存
収
益
モ
デ
ル
の

頭
打
ち
に
危
機
感
を
募
ら
せ
、
事
業

ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
の
組
替
え
を
企
図

し
、
事
業
性
評
価
の
取
組
み
を
起
点

と
し
て
各
種
手
数
料
ビ
ジ
ネ
ス
（
コ

ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
事
業
・
リ
ー
ス
や

カ
ー
ド
事
業
・
Ｍ
＆
Ａ
事
業
な
ど
）

の
拡
大
や
顧
客
基
盤
の
強
化
を
目
指

し
て
い
る
地
域
金
融
機
関
で
あ
る
。

顧
客
ニ
ー
ズ
に
細
や
か
に
対
応
で
き

る
幅
広
い
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
の
提
供

体
制
の
構
築
や
徹
底
し
た
専
門
性
の

高
度
化
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

二
つ
目
の
「
収
益
力
の
強
化
」
に

属
す
の
は
、
収
益
モ
デ
ル
の
改
革
ま

で
に
は
至
ら
な
い
も
の
の
、
事
業
性

評
価
を
通
じ
て
取
引
先
と
の
関
係
を

深
め
る
こ
と
で
、
従
来
以
上
に
迅
速

に
資
金
需
要
を
捕
捉
し
、
貸
出
残
高

増
加
や
金
利
引
下
げ
競
争
か
ら
の
脱

却
を
図
り
、
貸
出
収
益
の
拡
大
を
目

指
し
て
い
る
地
域
金
融
機
関
で
あ
る
。

三
つ
目
の
「
現
状
維
持
」
に
属
す

の
は
、
銀
行
経
営
全
体
と
し
て
事
業

性
評
価
の
優
先
度
が
あ
ま
り
高
く
な

い
と
考
え
て
い
る
地
域
金
融
機
関
で

あ
る
。
こ
こ
に
分
類
さ
れ
る
と
い
う

地
域
金
融
機
関
に
よ
る

事
業
性
評
価
の
取
組
み
と
そ
の
効
果

金
融
庁
金
融
研
究
セ
ン
タ
ー

︵
兼
金
融
庁
監
督
局
監
督
調
査
室
︶

課
長
補
佐　

冨
田 

尚
子

金
融
庁
金
融
研
究
セ
ン
タ
ー
で
は
、
銀
行
経
営
に
お
け
る
事
業
性
評
価
の
位
置
付
け
・
狙
い
に
よ
り
、
ど
の

よ
う
な
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
が
存
在
す
る
か
に
つ
い
て
調
査
・
分
析
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
事
業
性
評
価
を

徹
底
し
て
い
る
地
域
金
融
機
関
で
は
、定
量
面
・
定
性
面
と
も
に
一
定
の
効
果
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
加

え
て
、
事
業
性
評
価
の
位
置
付
け
・
狙
い
の
明
確
化
や
経
営
ト
ッ
プ
主
導
で
の
改
革
の
徹
底
、
中
長
期
的
な

取
組
み
な
ど
が
必
要
で
あ
る
こ
と
も
示
唆
さ
れ
た
。

経
営
戦
略
の
狙
い
・
経
営
リ
ソ
ー
ス
に
応
じ
た
事
業
性
評
価
の

取
組
方
針
と
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
が
重
要
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こ
と
は
、
自
ら
の
強
み
・
特
色
に
よ

っ
て
は
、
経
営
判
断
と
し
て
事
業
性

評
価
以
外
に
注
力
す
る
選
択
肢
も
あ

り
う
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

２
事
業
性
評
価
の
徹
底
度
合
い

一
見
す
る
と
、
各
地
域
金
融
機
関

と
も
あ
ま
ね
く
事
業
性
評
価
に
取
り

組
ん
で
い
る
よ
う
に
も
見
え
る
が
、

実
質
的
に
取
引
先
の
経
営
実
態
を
把

握
し
、
本
業
に
資
す
る
提
案
力
を
発

揮
す
る
こ
と
は
、
一
朝
一
夕
に
実
現

で
き
る
も
の
で
は
な
い
。
現
時
点
で

は
「
事
業
性
評
価
」
と
呼
称
し
て
い

る
も
の
の
、
表
面
的
な
取
組
み
に
と

ど
ま
っ
て
い
る
地
域
金
融
機
関
も
少

な
く
な
い
の
が
実
態
で
あ
る
。
そ
こ

で
、
各
行
の
取
組
み
を
「
ビ
ジ
ネ
ス

コ
ン
サ
ル
レ
ベ
ル
」「
フ
ィ
ナ
ン
シ

ャ
ル
コ
ン
サ
ル
レ
ベ
ル
」「
金
融
サ

ー
ビ
ス
レ
ベ
ル
」「
従
来
同
様
レ
ベ

ル
」
の
４
段
階
に
分
類
し
た
。

「
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ン
サ
ル
レ
ベ
ル
」

は
、
顧
客
企
業
の
経
営
状
況
を
把
握

す
る
だ
け
で
な
く
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
や
事
業
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
い
っ

た
顧
客
企
業
の
内
部
実
態
ま
で
入
り

込
み
、
売
上
改
善
や
コ
ス
ト
構
造
な

ど
、
顧
客
企
業
の
サ
ー
ビ
ス
・
付
加

価
値
そ
の
も
の
に
資
す
る
提
案
が
で

き
て
い
る
水
準
（
す
な
わ
ち
、
Ｐ
Ｌ

＝
本
業
損
益
に
影
響
を
与
え
ら
れ
る

レ
ベ
ル
）
を
示
す
。

「
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
コ
ン
サ
ル
レ

ベ
ル
」
は
、
本
業
収
益
の
改
善
ま
で

は
至
ら
な
い
も
の
の
、
金
融
機
関
と

し
て
の
審
査
能
力
・
再
生
支
援
ノ
ウ

ハ
ウ
な
ど
を
活
用
し
、
貸
借
対
照
表

（
Ｂ
Ｓ
）
の
リ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
リ
ン

グ
や
中
期
経
営
計
画
の
策
定
支
援
な

ど
の
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を
本
格
的

に
実
施
し
て
い
る
水
準
を
表
わ
す
。

「
金
融
サ
ー
ビ
ス
レ
ベ
ル
」
は
、

Ｐ
Ｌ
や
Ｂ
Ｓ
の
改
善
ま
で
は
至
ら
な

い
が
、
Ｍ
＆
Ａ
や
事
業
承
継
・
ビ
ジ

ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ
な
ど
、
金
融
関
連

の
一
連
の
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
メ
ニ

ュ
ー
と
し
て
保
有
し
、
積
極
的
に
提

案
活
動
を
行
っ
て
い
る
水
準
の
こ
と

で
あ
る
。
最
後
に
、
事
業
性
評
価
シ

ー
ト
な
ど
は
作
成
し
て
い
る
も
の
の
、

顧
客
と
の
間
で
経
営
課
題
が
共
有
さ

れ
て
い
な
い
な
ど
、
実
体
と
し
て
は

比
較
的
従
来
の
貸
出
取
引
の
延
長
線

に
と
ど
ま
る
水
準
を
「
従
来
同
様
レ

ベ
ル
」
と
し
て
分
類
し
て
い
る
。

３
事
業
性
評
価
に
精
力
的
な
地
域
金

融
機
関

以
上
の
分
類
に
従
い
、「
事
業
性

評
価
の
狙
い
」
と
「
事
業
性
評
価
の

徹
底
度
合
い
（
＝
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ

ル
）」
の
２
軸
で
セ
グ
メ
ン
テ
ー
シ

ョ
ン
す
る
と
、
図
表
１
の
よ
う
に
な

る
。
図
表
１
の
斜
線
部
分
に
属
す
る

地
域
金
融
機
関
は
、
銀
行
経
営
全
体

と
し
て
事
業
性
評
価
に
期
待
す
る

「
狙
い
」
が
明
確
で
あ
り
、
取
組
み

の
「
徹
底
度
合
い
」
も
、
従
来
の
一

般
的
な
銀
行
業
務
と
は
一
線
を
画
し
、

事
業
性
評
価
に
精
力
的
と
い
え
る
。

こ
の
セ
グ
メ
ン
ト
に
属
す
る
地
域
金

融
機
関
を
「
事
業
性
評
価
に
精
力
的

な
地
域
金
融
機
関
」
と
定
義
し
、
効

〔図表１〕 事業性評価における各地域金融機関のセグメンテーション

ビジネスコンサル
レベル 

（PL改善など）

フィナンシャル
コンサルレベル
（BS改善など）

金融サービス
レベル

従来同様
レベル

⑵
事
業
性
評
価
の
徹
底
度
合
い

 （
＝
事
業
性
評
価
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
）

⑴事業性評価の狙い
 （＝事業性評価を用いて何を実現しようとしているか）

狙いが不明確のまま
取り組んでいる
地域金融機関

事業性評価に
関心の薄い
地域金融機関

狙いは明確だが、 
実行に移せていない地域金融機関

（実際にはほとんど該当なし）

金融庁の方針や他行との
平仄合わせの側面が強い

現状維持
事業性評価を起点に
収益構造の改革を目指す

収益モデルの改革
事業性評価による

銀行収益の向上に期待

収益力の強化

事業性評価に精力的な
地域金融機関

事業性評価に精力的な
地域金融機関
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果
を
深
掘
り
す
る
。

事
業
性
評
価
へ
の

取
組
効
果
の
検
証

１
貸
出
金
額
拡
大
効
果

図
表
２
は
、
特
定
地
域
の
地
域
金

融
機
関
を
中
心
に
、
県
内
資
金
需
要

の
増
減
と
、
各
行
の
中
小
企
業
向
け

貸
出
残
高
の
増
減
（
不
動
産
業
向
け

貸
出
を
除
き
、
11
年
度
と
16
年
度
で

比
較
）
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
図

表
２
に
お
い
て
、
県
内
資
金
需
要
を

上
回
る
貸
出
残
高
の
伸
び
を
実
現
し

て
い
る
地
域
金
融
機
関
を
見
る
と
、

５
行
中
４
行
が
「
事
業
性
評
価
に
精

力
的
な
地
域
金
融
機
関
」
に
該
当
す

る
。
こ
の
よ
う
に
、
事
業
性
評
価
へ

の
取
組
み
の
度
合
い
と
貸
出
の
伸
長

率
に
は
一
定
の
関
係
性
を
見
い
だ
す

こ
と
が
で
き
る
。

次
に
、
図
表
２
の
金
融
機
関
の
う

ち
１
行
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
ミ
ク

ロ
の
視
点
か
ら
事
業
性
評
価
の
取
組

み
と
貸
出
の
伸
長
率
に
つ
い
て
の
分

析
を
行
っ
た
。
図
表
３
は
、
10
年
度

を
１
０
０
と
し
た
場
合
、
事
業
性
評

価
対
象
先
と
そ
れ
以
外
の
先
で
貸
出

残
高
が
ど
の
よ
う
に
推
移
し
た
か
を

示
し
た
も
の
で
あ
る
。
図
表
３
に
よ

る
と
、
事
業
性
評
価
対
象
先
の
貸
出

残
高
が
17
年
度
上
期
に
は
22
％
増
と

な
っ
た
の
に
対
し
、
そ
れ
以
外
の
先

の
貸
出
残
高
は
20
％
減
と
な
り
、
大

き
な
差
異
が
認
め
ら
れ
た
。

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
事
業
性
評

価
の
取
組
み
を
徹
底
す
る
こ
と
に
よ

り
、
取
引
先
の
現
状
を
深
く
理
解
す

る
こ
と
を
起
点
と
し
て
早
期
に
資
金

需
要
を
発
掘
・
喚
起
す
る
こ
と
が
で

き
、
他
行
に
先
駆
け
た
貸
出
対
応
に

つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
る
可
能
性
が

示
唆
さ
れ
る
。

２
金
利
低
下
防
止
効
果

図
表
４
は
、
11
年
度
と
16
年
度
で

中
小
企
業
向
け
貸
出
残
高
（
不
動
産

業
向
け
を
含
む
）
の
変
化
率
と
貸
出

金
利
の
変
化
率
で
プ
ロ
ッ
ト
し
た
も

の
で
あ
る
。「
事
業
性
評
価
に
精
力

的
な
地
域
金
融
機
関
」
を
見
る
と
、

Ｃ
銀
行
を
除
く
５
行
は
貸
出
利
息
収

益
が
▲
10
〜
20
％
の
レ
ベ
ル
に
位
置

し
て
お
り
、
他
行
と
比
較
し
て
も
、

顕
著
な
傾
向
・
差
異
は
見
受
け
ら
れ

な
い
。

例
外
と
し
て
、
Ｃ
銀
行
に
つ
い
て

は
、
事
業
性
評
価
対
象
先
に
お
い
て

貸
出
金
利
の
低
下
抑
制
が
確
認
さ
れ

た
。
同
行
に
お
い
て
は
、
経
営
方
針

と
し
て
、
格
付
別
に
貸
出
金
利
率
の

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
設
け
、
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
を
外
れ
る
貸
出
取
引
に
つ
い
て

は
無
理
に
追
求
し
な
い
こ
と
と
し
て

お
り
、
利
回
り
維
持
に
専
念
す
る
こ

と
で
、
利
回
り
減
少
を
抑
制
し
て
い

る
。
こ
の
よ
う
に
、
明
確
な
経
営
方

針
と
し
て
あ
る
程
度
貸
出
残
高
の
成

長
を
断
念
し
て
で
も
金
利
低
下
抑
制

を
徹
底
す
る
こ
と
で
、
一
定
の
金
利

効
果
を
生
む
こ
と
は
で
き
る
。
た
だ

し
、
同
行
で
も
現
在
は
、
地
域
活
性

化
に
は
あ
る
程
度
の
貸
出
ボ
リ
ュ
ー

ム
の
確
保
も
必
要
と
認
識
を
改
め
て

〔図表２〕　県内資金需要に対する中小企業貸出金額の変化（2012年３月～ 17年３月）
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県別資金需要変化率（％） 事業性評価に精力的な地域金融機関

県内の資金需要に競り負けている銀行

県内の資金需要を上回る貸出を実現している銀行

中小企業向け貸出金額変化率（％）

L銀行

E銀行

B銀行

H銀行

A銀行
C銀行
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P銀行
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D銀行

J銀行

O銀行G銀行

F銀行
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（注）１ ．中小企業の定義は、中小企業基本法２条による。
　　２ ．中小企業貸出金額は、不動産業向けを除く。
　　３ ．県別資金需要変化率は、各行の県別貸出残高割合に応じて県別資金需要の変化を案分し

て算出した。
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お
り
、「
今
後
は
量
（
貸
出
量
）
と

質
（
金
利
）
の
バ
ラ
ン
ス
を
視
野
に

入
れ
て
い
く
」
方
針
を
示
し
て
い
る
。

⑶
格
付
改
善
効
果

取
引
先
の
格
付
を
改
善
す
る
こ
と

は
、
銀
行
収
益
に
も
好
影
響
を
与
え

る
。
調
査
対
象
行
１
行
に
協
力
し
て

も
ら
い
、
事
業
性
評
価
対
象
先
と
そ

れ
以
外
の
先
に
つ
い
て
、
５
年
前
と

現
在
で
格
付
が
改
善
し
た
取
引
先
件

数
の
割
合
を
比
較
し
た
。
同
行
は
、

低
格
付
先
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
て
取

り
組
ん
で
い
る
「
事
業
性
評
価
に
精

力
的
な
地
域
金
融
機
関
」
で
あ
り
、

低
格
付
先
で
は
、
事
業
性
評
価
対
象

先
の
ほ
う
が
格
付
改
善
し
た
取
引
先

の
割
合
が
平
均
で
約
15
％
多
く
、
格

付
が
低
い
先
で
そ
の
効
果
は
よ
り
高

く
な
っ
て
い
る
。
事
業
性
評
価
を
精

力
的
に
行
い
、
経
営
支
援
を
行
っ
て

い
る
場
合
に
は
一
定
の
格
付
改
善
効

果
が
あ
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
た
。

そ
の
ほ
か
、
デ
ー
タ
制
約
か
ら
定

量
的
な
分
析
は
で
き
な
か
っ
た
も
の

〔図表３〕 ある銀行における貸出残高の推移

〔図表４〕 中小企業向け貸出金額と利回りの変化（2012年３月～ 17年３月）
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の
、「
事
業
性
評
価
を
す
る
こ
と
で
、

定
性
情
報
を
基
に
将
来
の
予
測
も
含

め
て
取
引
先
を
見
る
こ
と
が
で
き

る
」「
事
業
性
評
価
に
本
腰
を
入
れ

て
以
来
、
顧
客
か
ら
良
い
情
報
・
悪

い
情
報
を
含
め
て
さ
ま
ざ
ま
な
情
報

が
集
ま
る
よ
う
に
な
り
、
将
来
の
見

通
し
が
立
て
や
す
く
な
っ
た
」
な
ど
、

信
用
コ
ス
ト
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
し

や
す
く
な
っ
た
と
の
コ
メ
ン
ト
が
多

く
、
事
業
性
評
価
は
、
格
付
改
善
や

信
用
コ
ス
ト
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に
寄

与
す
る
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。

事
業
性
評
価
に
取
り
組
む

ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
実
現
へ
の
要
件

「
事
業
性
評
価
に
精
力
的
な
地
域

金
融
機
関
」
の
今
日
に
至
る
ま
で
の

経
緯
を
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
そ
れ
ぞ

れ
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
実
現
さ
せ

た
金
融
機
関
に
は
、
共
通
の
要
件
が

い
く
つ
か
存
在
す
る
。
以
下
で
、
詳

し
く
述
べ
た
い
。

第
一
に
、
銀
行
全
体
と
し
て
達
成

し
た
い
「
狙
い
」
が
明
確
に
存
在
す

る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
各
行
と
も

昨
今
の
低
金
利
環
境
を
踏
ま
え
て
将

来
の
収
益
強
化
に
向
け
た
戦
略
を
描

い
て
お
り
、
そ
の
中
で
事
業
性
評
価

に
期
待
す
る
役
割
が
明
確
化
さ
れ
て

い
る
。
ま
た
、
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
実
施

し
た
経
営
陣
の
多
く
が
、
か
な
り
先

の
将
来
を
見
越
し
た
経
営
戦
略
ま
で

描
い
た
う
え
で
、
危
機
感
と
覚
悟
を

も
っ
て
取
り
組
ん
で
い
る
。

第
二
に
、
ど
の
銀
行
も
自
行
の
持

つ
強
み
・
経
営
リ
ソ
ー
ス
を
起
点
に

事
業
性
評
価
の
取
組
方
針
を
定
め
て

い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
例
え
ば
、

某
銀
行
は
、
業
種
別
ノ
ウ
ハ
ウ
を
保

有
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
業
種
に
特

化
し
た
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン

グ
提
供
が
で
き
る
体
制
を
構
築
し
た
。

別
の
銀
行
に
つ
い
て
は
、
地
元
企
業

の
再
生
案
件
を
多
く
手
掛
け
た
ノ
ウ

ハ
ウ
を
起
点
に
、
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト

の
リ
ス
ト
ラ
な
ど
を
中
心
と
し
た
サ

ー
ビ
ス
を
拡
大
し
て
い
る
。

第
三
に
、
事
業
性
評
価
の
実
行
に

あ
た
っ
て
「
対
象
先
」「
提
供
内

容
」「
体
制
」
な
ど
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ

デ
ル
を
具
体
的
に
規
定
し
て
い
る
こ

と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
事
業
性
評
価
へ

の
注
力
を
掲
げ
て
い
る
も
の
の
実
際

の
行
動
が
従
来
と
変
わ
っ
て
い
な
い

地
域
金
融
機
関
も
見
ら
れ
る
な
か
、

「
事
業
性
評
価
に
精
力
的
な
地
域
金

融
機
関
」
は
、
事
業
性
評
価
の
対
象

先
（
タ
ー
ゲ
テ
ィ
ン
グ
）
の
定
義
付

け
、
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
内
容
の
明

確
化
、
そ
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る

た
め
の
本
部
体
制
・
仕
組
み
（
評
価

制
度
・
シ
ス
テ
ム
、
人
材
育
成
な

ど
）
の
整
備
を
行
っ
て
お
り
、
こ
れ

ら
の
具
体
的
な
取
組
み
が
カ
ギ
と
な

っ
て
い
る

第
四
に
、
い
ず
れ
の
組
織
に
お
い

て
も
、
変
革
の
旗
振
り
役
と
な
る
経

営
ト
ッ
プ
の
強
い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

の
も
と
に
変
革
を
実
現
し
て
い
る
こ

と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
各
行
と
も
に
、

頭
取
・
副
頭
取
・
専
務
ク
ラ
ス
の
人

物
が
変
革
を
担
い
、
大
胆
な
経
営
方

針
転
換
や
組
織
再
編
を
行
っ
て
い
る
。

あ
る
銀
行
で
は
、
大
規
模
な
思
い
切

っ
た
シ
ス
テ
ム
投
資
を
行
い
、
顧
客

情
報
を
捕
捉
・
管
理
す
る
イ
ン
フ
ラ

を
構
築
し
て
い
た
。

第
五
に
、
い
ず
れ
の
銀
行
も
、
お

お
む
ね
10
年
以
上
の
非
常
に
長
い
期

間
を
か
け
て
さ
ま
ざ
ま
な
試
行
錯
誤

を
繰
り
返
し
て
き
た
こ
と
が
挙
げ
ら

れ
る
。
あ
る
銀
行
で
は
、
14
年
前
に

取
組
み
を
開
始
し
て
現
在
に
至
る
ま

で
に
繰
り
返
し
本
部
組
織
再
編
を
行

っ
て
お
り
、
徐
々
に
事
業
性
評
価
の

取
組
み
を
実
現
す
る
組
織
能
力
・
体

制
を
構
築
し
て
き
た
。
ま
た
、
各
行

共
通
し
て
「
ま
だ
ま
だ
試
行
錯
誤

中
」
と
の
認
識
が
あ
り
、
事
業
性
評

価
の
取
組
み
が
組
織
に
定
着
し
、
営

業
店
を
含
む
銀
行
全
体
と
し
て
効
果

を
実
現
す
る
に
は
、
長
い
年
月
が
必

要
で
あ
る
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。
ま

た
、
試
行
錯
誤
中
の
多
く
の
金
融
機

関
が
、
プ
ロ
セ
ス
評
価
の
導
入
、
事

業
性
評
価
の
取
組
み
の
定
期
的
な
振

り
返
り
（
顧
客
ア
ン
ケ
ー
ト
・
提
案

後
の
実
行
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
な
ど
）、

営
業
店
に
対
す
る
本
部
支
援
体
制
の

構
築
（
シ
ス
テ
ム
導
入
・
サ
ポ
ー
ト

部
署
の
設
置
な
ど
）、
専
門
性
の
高

度
化
や
人
材
育
成
に
重
点
を
置
い
た

人
事
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
の
実
施
な
ど

に
も
事
業
性
評
価
の
実
効
性
を
高
め

る
べ
く
取
り
組
ん
で
い
る
。

事
業
性
評
価
の
取
組
み
で

得
ら
れ
る
ベ
ネ
フ
ィ
ッ
ト

こ
の
調
査
分
析
か
ら
、
事
業
性
評

価
の
取
組
み
は
、
貸
出
残
高
や
格
付

改
善
の
面
に
お
い
て
、
銀
行
収
益
に

対
す
る
定
量
的
な
効
果
が
確
認
さ
れ

た
。
一
方
、
事
業
性
評
価
の
狙
い
は

地
域
金
融
機
関
に
よ
っ
て
異
な
り
、

必
ず
し
も
足
も
と
の
貸
出
収
益
の
拡

大
の
み
を
目
的
と
し
て
い
る
も
の
で

は
な
い
。
事
業
性
評
価
の
効
果
と
し

て
、
多
く
の
地
域
金
融
機
関
が
、

「
顧
客
関
係
強
化
」「
組
織
風
土
の
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地域金融機関と事業性評価

変
革
」「
人
材
育
成
」
に
つ
い
て
好

影
響
が
あ
る
と
し
て
い
る
。

「
顧
客
関
係
強
化
」
に
つ
い
て
は
、

事
業
性
評
価
の
取
組
み
を
通
じ
て
、

取
引
先
と
の
接
点
増
加
↓
取
引
先
の

経
営
実
態
の
深
い
理
解
↓
取
引
先
と

一
体
で
の
経
営
課
題
へ
の
対
応

│

と
い
う
一
連
の
プ
ロ
セ
ス
を
経
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
取
引
先
と
の
親
密
度

が
格
段
に
増
す
と
い
う
。
特
に
次
世

代
経
営
者
は
、
将
来
に
向
け
た
経
営

改
善
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
冷
静
か
つ
真

剣
に
求
め
る
ケ
ー
ス
が
多
く
、
事
業

性
評
価
は
次
世
代
経
営
者
と
の
関
係

構
築
や
事
業
承
継
を
契
機
と
し
た
経

営
改
革
に
役
立
っ
て
い
る
と
の
声
が

多
か
っ
た
。
あ
る
「
事
業
性
評
価
に

精
力
的
な
地
域
金
融
機
関
」
は
、
短

期
的
な
収
益
拡
大
よ
り
も
、
こ
の

「
顧
客
関
係
強
化
」
を
事
業
性
評
価

の
第
一
の
目
的
と
し
て
お
り
、
将
来

的
に
新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
を
本
格
展
開

す
る
際
の
顧
客
基
盤
づ
く
り
に
向
け
、

事
業
性
評
価
に
注
力
し
て
い
る
。
特

に
、
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ン
サ
ル
な
ど
の
深

い
レ
ベ
ル
で
の
事
業
性
評
価
の
取
組

み
を
行
っ
て
い
る
地
域
金
融
機
関
で

は
、
顧
客
と
の
目
線
の
ベ
ク
ト
ル
が

同
じ
方
向
に
な
り
、
従
来
と
異
な
る

強
力
な
リ
レ
ー
シ
ョ
ン
シ
ッ
プ
が
構

築
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
ま
た
、
そ
れ
ら

サ
ー
ビ
ス
を
有
料
で
提
供
し
て
い
る

地
域
金
融
機
関
は
、
顧
客
側
も
金
融

機
関
側
も
よ
り
真
剣
に
な
る
た
め
、

有
料
化
に
至
る
ま
で
の
ハ
ー
ド
ル
は

あ
る
も
の
の
、
顧
客
と
の
関
係
性
や

経
営
改
善
効
果
を
実
感
し
て
い
る
。

「
組
織
風
土
の
変
革
」
に
つ
い
て

は
、
事
業
性
評
価
が
行
員
（
特
に
若

手
層
）
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
向
上
に

つ
な
が
る
と
の
声
が
多
い
。
も
と
も

と
地
域
金
融
機
関
の
行
員
は
地
域
へ

の
貢
献
を
志
し
て
い
る
人
材
が
多
い

が
、
従
来
は
短
期
的
な
営
業
目
標
達

成
に
向
け
、
い
わ
ゆ
る
〝
お
願
い
営

業
〞
に
縛
ら
れ
る
傾
向
が
あ
っ
た
。

一
方
、
事
業
性
評
価
の
取
組
み
を
通

じ
て
取
引
先
の
課
題
解
決
を
す
る
た

め
の
営
業
活
動
に
注
力
す
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
、
こ
れ
が
行
員

の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
向
上
に
つ
な
が

っ
て
い
る
。

「
人
材
育
成
」
に
つ
い
て
は
、
事

業
性
評
価
を
通
じ
て
、
行
員
の
レ
ベ

ル
が
上
が
っ
て
き
て
い
る
と
い
う
声

が
多
い
。
事
業
性
評
価
の
実
行
に
は
、

顧
客
の
経
営
実
態
の
ポ
イ
ン
ト
を
押

さ
え
て
ヒ
ア
リ
ン
グ
す
る
必
要
が
あ

る
が
、
そ
の
過
程
に
お
い
て
、
渉
外

担
当
者
自
身
が
経
営
に
つ
い
て
十
分

に
理
解
す
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、

事
業
性
評
価
で
は
深
い
レ
ベ
ル
で
の

ヒ
ア
リ
ン
グ
が
求
め
ら
れ
る
た
め
、

四
苦
八
苦
し
な
が
ら
も
事
業
や
経
営

の
知
識
向
上
・
事
業
の
将
来
性
や
経

営
課
題
を
見
極
め
る
目
利
き
力
の
向

上
に
努
め
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
顧
客
の
視
点
で
考
え
、
ニ

ー
ズ
や
課
題
を
解
決
す
る
人
材
へ
の

変
革
の
起
点
と
も
な
っ
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
な
定
性
的
な
効
果
は
、

将
来
的
な
収
益
モ
デ
ル
の
改
革
に
向

け
た
顧
客
基
盤
の
構
築
や
組
織
・
人

材
の
改
革
に
も
寄
与
す
る
。
ま
た
、

事
業
性
評
価
の
取
組
み
は
、
顧
客
の

経
営
課
題
や
ニ
ー
ズ
を
引
き
出
す
基

盤
で
あ
り
、
地
域
金
融
機
関
に
と
っ

て
は
、
融
資
以
外
の
新
し
い
サ
ー
ビ

ス
機
会
を
創
出
し
、
将
来
の
収
益
の

幅
を
広
げ
る
源
泉
で
も
あ
る
。

こ
れ
ら
の
ベ
ネ
フ
ィ
ッ
ト
を
享
受

す
る
に
は
、「
事
業
性
評
価
に
精
力

的
な
地
域
金
融
機
関
」
の
活
動
が
示

す
と
お
り
、
地
域
金
融
機
関
そ
れ
ぞ

れ
が
将
来
の
見
と
お
し
を
明
確
に
描

き
、
事
業
性
評
価
の
狙
い
を
ど
の
よ

う
に
位
置
付
け
て
い
く
か
を
明
確
に

す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
そ
の
う

え
で
、
自
行
の
持
つ
経
営
リ
ソ
ー
ス

を
基
に
、
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
（
対
象

先
・
サ
ー
ビ
ス
内
容
・
仕
組
み
）
を

具
体
的
に
描
く
こ
と
、
ま
た
、
そ
の

ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
実
行
に
移
す
た

め
に
経
営
ト
ッ
プ
と
し
て
の
思
い
切

っ
た
経
営
判
断
を
下
す
こ
と
が
必
要

で
あ
る
。

加
え
て
、
各
行
と
も
試
行
錯
誤
し

な
が
ら
長
期
間
か
け
て
今
日
に
至
っ

て
い
る
こ
と
に
も
注
目
す
る
必
要
が

あ
る
。
事
業
性
評
価
に
必
要
な
ノ
ウ

ハ
ウ
の
蓄
積
・
営
業
現
場
の
行
動
変

革
は
、
長
期
の
揺
る
が
な
い
方
針
と

た
ゆ
ま
な
い
取
組
み
が
あ
っ
て
初
め

て
実
現
す
る
。
そ
の
た
め
、
５
〜
10

年
後
の
将
来
を
見
据
え
た
長
期
的
な

目
線
で
の
取
組
み
が
求
め
ら
れ
、
顧

客
へ
の
効
果
と
自
行
へ
の
効
果
を
客

観
的
か
つ
定
量
的
に
と
ら
え
る
こ
と

も
実
効
性
あ
る
取
組
み
の
追
求
に
は

欠
か
せ
な
い
。

（
本
稿
は
執
筆
者
の
個
人
的
見
解
で
あ

り
、
金
融
庁
の
公
式
見
解
で
は
な
い
）

と
み
た　

な
お
こ

産
業
再
生
機
構
等
を
経
て
16
年
金
融

庁
入
庁
、
17
年
か
ら
現
職
。
慶
應
義

塾
大
学
法
学
部
政
治
学
科
卒
業
、
ボ

ス
ト
ン
大
学
経
営
大
学
院
経
営
学
修

士
。
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